
　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　
第
66
回
“社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
気
仙
沼
市
地
区

推
進
委
員
会
で
は
、
７
月
の

強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
「
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
学

校
訪
問
」な
ど
を
行
い
、安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
行
動
目
標
】

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
取
組
を
進
め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ

う
【
重
点
事
項
】

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を

社
会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き

る
社
会
に
す
る
た
め
、
次
の

３
つ
を
重
点
事
項
と
し
ま
す
。

①
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理

解
し
た
上
で
雇
用
す
る
企

業
の
数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま

ま
、
刑
務
所
か
ら
社
会
に

戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ

と
③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と

社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支

え
る
地
域
の
環
境
を
作
る

こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
社
会
福
祉
課

　
社
会
福
祉
係

　
tel
：（
２
２
）
３
４
２
８

７月は
“社会を明るくする運動”

強調月間です

（社会を明るくする運動 /市青少年健全育成推進大会）

　落語家として活躍する傍ら、法務省・矯正支援官として全
国の少年院の訪問を続けている桂才賀氏の講演会を開催しま
す。

■日時／７月 14 日（木）午後２時 30 分から
■場所／はまなすホール
■講師／桂 才賀氏（落語家、法務省・矯正支援官）
■演題／「子どもを叱れない大人たちへ」
■入場料／無料
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用いた
だくか、乗り合いでの来場にご協力をお願いします。
■問い合せ先／
　・市社会福祉課 社会福祉係　tel：22-3428
　・気仙沼市青少年育成支援センター　tel：24-0766
　　（平日午前９時 30 分 ~午後４時 30 分）

~犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ~

「 地域人権啓発講演会 」を開催します「 地域人権啓発講演会 」を開催します
７

木
14
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■ 自己情報の開示請求件数と処理状況
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■ 情報公開の公開請求件数と処理状況

○「その他」とは、存在しない情報や、取り下げの件数。
○１件の請求に対し、複数の決定をする場合があり、請求件数
と処理状況件数の総計は一致しません。

公
文
書
公
開
請
求
は
144
件

自
己
情
報
開
示
請
求
は
３
件

　
昨
年
度
の
公
文
書
公
開
請

求
件
数
と
自
己
情
報
開
示
請

求
に
対
す
る
公
開
・
開
示
件

数
と
処
理
状
況
は
表
の
と
お

り
で
す
。

　
前
年
度
（
平
成
26
年
度
）

と
比
較
し
、
公
開
件
数
は
84

件
の
増
、
開
示
件
数
は
同
数

と
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
傍
聴
は
19
人

　　
審
議
会
な
ど
の
会
議
に
つ

い
て
も
原
則
公
開
し
、
傍
聴

が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
11
の
審
議
会

な
ど
で
延
べ
41
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
、
う
ち
公
開
対
象

と
な
る
40
回
の
会
議
に
お
い

て
19
人
（
う
ち
報
道
関
係
者

10
人
）
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
総
務
課  

文
書
情
報
係

　
tel
：（
２
２
）
６
６
０
０ 

　
内
線
２
２
８

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
が
保
有

す
る
公
文
書
な
ど
の
「
情
報
公
開
」
や
、
本
人
の
求
め

に
応
じ
た
「
自
己
情
報
開
示
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
の
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国民年金保険料
免除申請の受付は
７月１日から７月１日から

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
免
除

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
本
年
度
の
免
除
申
請
の
受

付
は
７
月
１
日
（
金
）
か
ら

開
始
さ
れ
、
７
月
分
か
ら
平

成
29
年
６
月
分
ま
で
の
期
間

が
対
象
で
す
。

　
申
請
は
、
２
年
１
ヶ
月
前

の
月
分
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
過
去
２
年
間

に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ

る
方
や
、
収
入
の
減
少
、
失

業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
審
査
は
、
本
人
や
配
偶
者
・

世
帯
主
の
所
得
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
と
配
偶
者
の

所
得
に
よ
り
、
納
付
猶
予
制

度
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
請
す
る
方
は
、

年
金
手
帳
や
印
か
ん
、
失
業

を
理
由
と
す
る
場
合
は
離
職

票
や
雇
用
保
険
受
給
者
証
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
せ
先
／

・
市
民
課 

国
民
年
金
係
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：（
２
２
）
６
６
０
０

　
内
線
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６
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唐
桑
総
合
支
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市
民
生
活
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内
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４
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本
吉
総
合
支
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市
民
生
活
課

　
tel
：（
４
２
）
２
６
０
０
　

　
内
線
３
２
４

障害基礎年金や
遺族基礎年金が

受給できない恐れがあります

不慮の事故

経済的に納付が難しい際は
申請・ご相談を

経済的に納付が難しい際は
申請・ご相談を

国民年金が未納だと･･･国民年金が未納だと･･･
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公
文
書
の
公
開
状
況
と

自
己
情
報
の
開
示
状
況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
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